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特別委員会

委員長 廣部 真造

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
決
算
額
３
２
７
億
８
９
７
８
万

円
、
歳
出
決
算
額
３
２
１
億
８
０
７

２
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

６
億
９
０
６
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
５
３
５
７
万
円
を
控
除

し
た
実
質
収
支
額
は
５
億
５
５
４
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、

自
主
財
源
が
99
億
６
５
１
０
万
円
で
歳

入
全
体
の
30
・
４
％
、
依
存
財
源
が

２
２
８
億
２
４
６
８
万
円
で
歳
入
全
体

の
69
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年

度
比
は
５
億
２
８
９
２
万
円
の
増
で

１・
６
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
の
減
な
ど
の
減
少
要
因
が
あ
っ
た
も

の
の
、
保
育
園
や
学
校
施
設
の
大
規
模

改
修
事
業
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
整
備
事
業
、
次
期
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
に
か
か
る
合
併
特
例
債
の
発
行

に
よ
る
市
債
の
増
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高

度
化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
補
助
金
な

ど
の
国
庫
支
出
金
の
増
が
主
な
要
因
で

す
。

　

歳
出
決
算
額
の
主
な
款
別
執
行
額

は
、
民
生
費
１
０
３
億
１
６
５
４
万

円
、
総
務
費
36
億
８
６
６
万
円
、
公

債
費
34
億
３
１
７
０
万
円
、
教
育
費

30
億
９
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
比
は
６
億
９
３
３
５
万
円
の
増
で

２・
２
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
や
団

体
客
誘
致
支
援
助
成
金
の
終
了
な
ど
の

減
少
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
の
給
付
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
施
設
整
備
や
次
期
防
災
行
政
無

線
整
備
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
に
よ
る

増
が
主
な
要
因
で
す
。

　
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
執

行
の
結
果
や
行
政
効
果
を
客
観
的
に
検

証
し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政
運
営

に
活
か
さ
れ
る
よ
う
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

本会議での討論
　
財
政
見
通
し
で
「
大
型
公
共
事

業
で
あ
る
後
継
ご
み
処
理
施
設
整

備
等
に
多
額
の
費
用
」
と
監
査
委

員
か
ら
の
厳
し
い
指
摘
。
い
ち
ご

事
業
３
億
７
３
７
５
万
円
が
収
入

未
済
額
の
内
数
記
載
も
な
い
。
２

件
の
訴
訟
に
対
応
す
る
弁
護
士
費

用
を
決
算
。
説
明
責
任
も
果
た
さ

れ
て
い
な
い
。　

福
井　
節
子 

議
員

反
対

議
第
61
号　
令
和
５
年
度
高
島
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

実
質
公
債
費
率
が
改
善
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
や
事
業
の
成
果
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で
も
、
医

療
費
無
料
化
の
高
校
生
世
代
ま
で

の
拡
充
や
、
新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
事
業
の
着
実
な
歩
み
な
ど
の

成
果
が
認
め
ら
れ
る
。

磯
部　
亜
希 

議
員

賛
成

本会議での討論
　

水
道
料
金
を
15
％
引
上
げ
、

７
７
０
０
万
円
増
収
。
コ
ロ
ナ
支

援
で
国
か
ら
１
１
３
９
万
円
あ

り
、
１
億
３
千
万
円
も
の
純
利

益
も
。
自
己
資
本
組
入
れ
１
億

余
円
や
減
債
基
金
積
立
て
に

３
４
０
０
万
円
を
充
て
る
が
、
そ

れ
ら
を
１
９
６
０
０
戸
の
利
用
料

軽
減
に
対
応
で
き
た
。

森
脇　

 

徹  

議
員

反
対

議
第
66
号　
令
和
５
年
度
高
島
市

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
お
よ

び
決
算
の
認
定

　
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

水
需
要
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
加

え
て
管
路
や
設
備
の
老
朽
化
が
進

行
し
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
る
。
経
営
の
効
率
化
や
健
全
化

の
取
り
組
み
で
、
経
営
の
努
力
・

工
夫
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

認
定
す
べ
き
と
判
断
す
る
。

是
永　

 

宙  

議
員

賛
成

令
和
５
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

採
決
の
結
果

　
議
第
66
号
お
よ
び
議
第
67
号
は
「
可

決
お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の
」、
そ
の

他
７
議
案
は
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。


